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第
１
０
５
回 

 

日
産
自
動
車
の
株
主
総
会 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
６
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

日
産
自
動
車
の
取
締
役

人
が
選
任

さ
れ
、
新
た
な
経
営
体
制
が
始
動
し
た
。

世
界
で
７
工
場
の
閉
鎖
と
従
業
員
２
万

人
を
削
減
す
る
四
半
世
紀
ぶ
り
の
大
リ

ス
ト
ラ
に
踏
み
切
り
、
立
て
直
し
を
急

ぐ
。
た
だ
企
業
統
治
を
巡
る
社
内
外
の

視
線
は
厳
し
い
。
日
産
は
再
生
で
き
る

の
か
。 

 

日
産
は
５
月
に
発
表
し
た
２
０
２
５

年
３
月
期
連
結
決
算
で
、
６
７
０
８
億

円
の
最
終
（
当
期
）
赤
字
を
計
上
し
た
。

過
去
３
番
目
の
巨
額
赤
字
だ
。
こ
れ
に

先
立
つ
３
月
末
、
業
績
不
振
の
責
任
を

取
る
形
で
、
内
田
誠
前
社
長
の
ほ
か
、

当
時
い
ず
れ
も
副
社
長
だ
っ
た
坂
本
秀

行
、
星
野
朝
子
、
中
畔
邦
雄
の
３
氏
が

退
任
。
内
田
氏
は

年

月
に
報
酬

％
返
上
、
他
の
幹
部
も
そ
れ
に
準
じ

た
自
主
返
上
を
公
表
し
て
い
た
が
、
４

氏
が
受
け
取
っ
た
退
任
報
酬
は
計
６
億

４
６
０
０
万
円
に
上
る
。  

 

有
価
証
券
報
告
書
で
開
示
さ
れ
て
い

る
役
員
報
酬
で
み
る
と
、

年
３
月
期

の
社
外
取
締
役
を
含
む
役
員

人
の
報

酬
総
額
は
約

億
２
０
０
０
万
円
。
日

産
と
の
経
営
統
合
の
協
議
が
破
談
し
た

ホ
ン
ダ
は
、
同
じ
く

年
３
月
期
に

人
で
約

億
３
３
０
０
万
円
だ
。 

 

同
期
の
最
終
損
益
は
ホ
ン
ダ
が
８
３

５
８
億
円
の
黒
字
で
、
日
産
は
６
７
０

８
億
円
の
赤
字
だ
。
日
産
の
役
員
報
酬

は
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
氏
の
時
代
か
ら

業
績
に
見
合
わ
な
い
高
水
準
ぶ
り
が
問

題
視
さ
れ
て
き
た
。 

「
業
績
不
信
は
執
行
部
だ
け
の
責
任

じ
ゃ
な
い
。
し
ら
が
み
の
な
い
立
場
か

ら
厳
し
く
経
営
を
監
督
す
る
社
外
取
締

役
に
も
責
任
は
あ
る
」
。
日
産
元
役
員
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の
一
人
は
、
会
社
側
が
今
回
の
株
式
総

会
に
提
出
し
た
議
案
で
社
外
取
締
役
８

人
を
全
員
再
任
と
し
た
こ
と
に
憤
る
。 

 

日
産
は
、

年
に
ゴ
ー
ン
氏
が
報
酬
の

過
少
報
告
な
ど
の
疑
い
で
東
京
地
検
に

逮
捕
さ
れ
て
以
降
、
一
人
の
役
員
に
権

限
が
集
中
し
な
い
経
営
体
制
の
見
直
し

を
図
っ
て
き
た
。 

年
に
執
行
と
監
督

を
分
離
す
る
「
指
名
委
員
会
等
設
置
会

社
」
へ
以
降
し
、
社
外
取
締
役
が
過
半

数
を
占
め
る
よ
う
に
し
た
。
取
締
役
会

に
指
名
、
報
酬
、
監
査
の
３
委
員
会
を

設
け
、
社
外
取
締
役
が
委
員
を
務
め
る

こ
と
で
、
身
内
に
甘
い
「
お
手
盛
り
」

の
経
営
を
許
さ
な
い
体
制
に
し
た
は
ず

だ
っ
た
。 

 

そ
れ
が
今
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。 

 

社
外
取
締
役
の
在
任
期
間
は
一
般
的

に
は
最
長
６
年
程
度
。
と
こ
ろ
が
日
産

で
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
最
長

８
年
と
内
規
で
定
め
て
い
る
。
「
在
任

期
間
が
長
い
社
外
役
員
は
独
立
性
が
担

保
さ
れ
な
い
（
金
融
機
関
）
と
も
指
摘

さ
れ
る
が
、
取
締
役
会
議
長
の
Ｊ
Ｘ
Ｔ

Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
現
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
元
会
長
・
木

村
康
氏
や
監
査
委
員
会
委
員
長
の
み
ず

ほ
神
託
銀
行
元
副
社
長
・
永
井
素
夫
氏

ら
４
人
は

年
か
ら
、
報
酬
委
員
会
委

員
長
の
レ
ー
サ
ー
・
井
原
慶
子
氏
は

年
か
ら
務
め
て
い
る
。
報
酬
は
１
人
平

均
約
２
０
０
０
万
円
前
後
を
受
け
取
っ

て
い
る
。  

 

日
産
は
木
村
氏
、
永
井
氏
、
井
原
氏

の
再
任
理
由
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知

識
と
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
成
長
に

寄
与
し
て
き
た
。
今
後
も
彼
ら
の
リ
ー

ダ
ー
氏
覆
う
が
必
要
だ
」
と
説
明
。
社

外
取
締
役
８
人
の
留
任
に
つ
い
て
は

「
取
締
役
会
の
継
続
性
や
安
定
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
て
い
る
。

取
締
役
の
報
酬
は
「
報
酬
委
員
会
で
適

切
に
審
議
し
、
同
規
模
の
企
業
の
水
準

も
踏
ま
え
て
決
め
て
い
る
」
と
い
う
。 

 
 

一
方
で
、
社
外
取
締
役
と
し
て
の
覚

悟
を
問
う
声
も
あ
る
。 

企
業
統
治
に
詳

し
い
牛
島
信
弁
護
士
は
「
社
外
取
締
役

は
重
要
な
局
面
で
意
見
が
通
ら
な
か
っ

た
と
き
、
辞
表
を
出
す
こ
と
を
覚
悟
す

る
も
の
だ
」
と
指
摘
。
ホ
ン
ダ
と
の
統

合
協
議
で
日
産
が
打
診
し
、
破
談
の
き
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っ
か
け
と
な
っ
た
子
会
社
化
案
を
例
に

「
賛
成
し
た
社
外
取
締
役
は
辞
め
る
こ

と
で
是
非
に
世
を
問
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ

っ
た
。
今
の
日
産
で
は
社
外
取
締
役
が

機
能
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
」
と

話
す
。 

「
日
産
は
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社

を
導
入
し
た
失
敗
例
だ
」
。
こ
う
指
摘

す
る
の
は
八
田
進
二
・
青
山
学
院
大
名

誉
教
授
（
会
計
監
査
論
）
だ
。
と
り
わ

け
社
長
や
取
締
役
の
選
任
に
大
き
な
権

限
を
持
つ
指
名
委
員
会
に
つ
い
て
、
八

田
氏
は
「
業
績
が
回
復
し
な
い
な
か
、

本
来
は
毎
年
取
締
役
の
実
績
を
評
価
し

て
見
直
す
必
要
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
見
直
し
て
こ
な
か
っ
た
。
社
外
取

締
役
の
監
督
責
任
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
」

と
い
う
。 

指
名
委
員
会
設
置
会
社
へ
の

移
行
後
、
社
外
取
締
役
の
顔
ぶ
れ
が
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
な
こ
と
に
対

し
て
は
「
年
齢
層
が
高
く
、
こ
れ
か
ら

必
要
と
な
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど

の
先
端
技
術
に
詳
し
そ
う
な
人
も
い
な

い
。
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
」
（
日
産 

関
係
者
）
と
社
内
で
も
不
安
の
声
が
漏

れ
る
。
八
田
氏
は
「
現
場
と
対
話
し
問

題
点
を
洗
い
出
す
体
制
に
見
直
す
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
。 

 

 


